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無, Stii 山の薄別立山 n からの林道の主にトドマツ.ダ 
ヶカンパの伐採地（標0約 650 m ) で，トドマツの伐採 
木上より採叱した。今回の8月下 W の記録: i , 時期的に 
も而白いと思われる。 

*( 〒 C65 札幌市北 26 条西 6 丁目） 
0( 〒〇 65 礼幌市北 33 条東 15 丁目） 
***( 亍 140 品川区大井 3-1-17) 

奥多摩でトワダムモンメダカカミキリを採集 

森祐二郎 

東京部下奥多摩においてコ 
ナラのそだをビーティングし 
たところ，トワダムモンメ 
ダカカミキリ Stenhomalus 
lighti GRESSITT を得たの 
で银告する。 

lex ..都下西多摩郡奥多摩 
町蜂谷， 3 • V . 1973, 森祐二 
郎採集 

なお，奥多摩における本嵇 
の採浓例としては，日原付近 
での未発表の採柒例が1，2 
例あると聞く。 

(:〒 166 杉 並区 iC 5円 寺 南 
5-8-7) 


秋期ビーティングによるカミキリ2種 

藤田 宏 

1972年10月10日，山梨県大菩薩へノブドウの拈づるな 
どを求めて登山した際，ついでに行なったビーティング 
にて次の沌のヵミキリを採圯したので報^する。当日の 
朝は吐く息も白くなる寒さであった e 

1 . ナカジロサビカミキリ 

Pterolophia jn^osu (Bates) 
lex., 山梨県大菩薩嵯峨塩付近， 1C. X. 1972 
そだをビーティングして得た。 

2. カスリチビカミキリ（シロオビドイカミキリ） 

Xipposybra fuscopla^iata BrEUXING 
lex ” 山梨県大菩辉沼ノ謹付近， 10. X • 1972 
モミの枯枝より。6月下甸に同行名-が採佑した際はま 
だ,4;い枯集のたくさんついた新しい枯技より採出されて 
いたが，今冋は枯葉の残っていない比較的古い枯枝より 
得られた0ビーティングネットの上:こ落ちるとすぐ歩き 


だし，なかなか活発であった。 

(亍110台朿区台東 2-29-6：) 

山梨県大菩薩における 

ヒゲナガヒメルリカミキリの記録 

“桑正敏 

ヒケ • ナガヒメルリカミキリ Praolia citrinipes BA¬ 
TES は 比較的南方系の嵇で，関東尚辺;こお 、ては 商 W 山 
と天城山より記録があり，また未発炎ながら W 総凇岛沾 
治山にも産すると WK が，これまで山梨県下での採识例 
を知らない P ，若は森下和彦氏の採％•標本中から大菩陆 
産の本沌を見い出したが，同氏の依铂により，者が代わ 
って発表しておく。 

1?，山梨 M 東山梨郡田野〜嵯峨塩間 13. Vi . 1967, 
你下和彦採叱所冇 

森下氏によると，この個体は灌木餡上に战止していた 
ということである。 

(〒: 23(5 横浜 ih •金沢 K 六浦町357 7) 

屋久島におけるカミキリ2題 

酒 J 卜案理 

1972年7•月14日，鹿圯岛姑 
屋久岛の栗生（大川忭道）に 
おいて採谁を行なった際に， 

次の2沌を梂圯したので報告 
しておく e 

1. オニホソコバネカミキリ 
A\ecydaiis gigantea 

Kano 2 SS (写 K ) 

2. ケブカトラカミキリ 
Hirticlytus com os us 
Matsushita 1? 

なお，オニホソコバネカミ 
キリは， M ク、 ft にお （ 、ては和 
田潤（1972，月刊むし10号， 
p .35) による1 S に次ぐ>?己鉍 
と思われ，やはり本州産の俩 
体と比較すると小型（体長20 mm ，22 mm ) で幾 分 M 化 
し，また前胸作の点刻ははるかに深いなどの范與があ. 
る e 

(:〒17 了練馬 K 閲町卜125) 





